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注 文 書

⚫ 医学系研究で必要な統計の知識を研究計画の立案、研究デザイン、データ分析、論文投稿といった
一連のプロセスとともに学ぶことができます。ていねいな解説を読み進めることにより医療統計の
考え方が身につく良書です。

⚫ 医療統計や研究手法を初めて学ぶ人だけではなく、これまでに勉強してきたけれど学び足りない、  
もっと理解を深めたいという人にもおすすめです。

⚫ 月刊誌「厚生の指標」の好評連載『医療職のための統計シリーズ』をさらに編集・加筆して1冊に  
まとめ上げました。
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